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Abstract
This paper presents an online lesson for the limit and challenges. This study will 

contribute to a general understanding of the challenges faced by students in online 

computer literacy education.
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要旨
　新型コロナウイルスの感染拡大防止の観点から、緊急事態宣言が発出された 4 月

から、解除される 5 月末まで情報教育の遠隔授業を行った。情報教育については遠

隔授業でどこまで行えるのか、事前のアンケート調査から始めた。その結果、情報

教育以前の問題や学生の教育環境の問題が明らかとなった。それにより、情報教育

における遠隔授業の限界と課題について報告している。
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１　はじめに

　奇しくも 10 年前の紀要第 16 巻 1）に「教

育の情報化と FD」というタイトルで報

告している。その内容は、教育の情報化

について、公立の小 ･ 中 ･ 高等学校と本

学を比較しながら、教育環境や教員のコ

ンピュータリテラシーについて検討した。

具体的には、FD 活動の一つとして、本

学に導入されている電子会議システムを、

授業に活用できたかについて報告した。

その結果、教育環境としては、公立の小 ･

中 ･ 高等学校と比較して整備されている

ものの、半数の教員は活用に至らなかっ

た。それは、公立の小 ･ 中 ･ 高等学校の

教員と同じように、自らがコンピュータ

を使うことはできても、コンピュータを

使って授業改善することは、難しいこと

が考えられた。そのため、教育効果を検

証する段階ではないことが明らかとなっ

た。翌年には教育研究報告集第 2 号 2）に

「電子会議システムの教育利用」というタ

イトルで報告し、電子会議システムを使っ

て、実際にどのように授業改善を行って

きたかを事例とともに紹介したが、活用

には至らなかった。

　それから 10 年、新型コロナウイルスの

感染拡大防止の観点から、緊急事態宣言

が発出された 4 月から、解除される 5 月

末まで誰もが否応なく遠隔授業を行わざ

るを得なくなった。教育環境は「電子会

議システム」から Microsoft 社が提供す

る「Office365」に変わった。突然始まっ

た遠隔授業について、学生も教員も戸惑

いながらも行うこととなった。情報教育

については遠隔授業でどこまで行えるの

か、アンケート調査から始めた。そして、

情報教育における遠隔授業の限界と課題

について報告している。

２　研究の目的

　本研究の目的は、情報教育における遠

隔授業の限界と課題を明らかにすること

である。

３　研究方法

　遠隔授業の前に行ったアンケート結果

から検討した。

　対象学生は、以下のとおりである。

　2020 年度生活文化コース、こども教育

学科 1 年情報基礎演習Ⅰ受講者 96 名

　2020 年度生活文化コース、養護教諭コー

ス 2 年情報処理演習 A 受講者 59 名

　なお、授業内で収集したデータは、個

人を特定しない形で、教育改善に使用す

ることがあることを書面で伝えた。
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４　研究結果及び考察

（１）情報教育以前の問題

　授業開始に先立って授業内容のうち、

どこまで出来るのかを確認するため、図 1

のアンケート調査を行ったところ、次の

ような質問が寄せられた。

　代表的な質問としては、「Office365 に

入れない」、「授業の Teams が見つからな

い」、「スマホしかない」などである。

１）�「Office365に入れない」という問題は、

以下のようなことが考えられた。

　学生には以前から運用されていた Web

ポータルサイトを通じて「Office365 への

入り方」などがアナウンスされた。しか

し、入学後のオリエンテーションに登校

しただけで、その後の遠隔授業に関して

は、全て Web ポータルサイトを通じて行

われており、新入生にとっては初めての

ことばかりであったと考えられる。また、

友人を作る時間があったかどうかも定か

ではなく、友人同士での情報交換もまま

ならない状態であったことが考えられる。

その中にあって、コンピュータ操作など

に慣れている学生は、すんなり受け入れ

出来ることであっても、コンピュータ操

作などに不慣れな学生ほど操作に戸惑っ

たことが考えられる。また、学生の使用

環境が違うため、授業開始後も図 2 のよ

うな質問が日曜祭日を問わず、時間も夜、

夜中まで寄せられた。

２）�「授業の Teams が見つからない」と

いう問題は、以下のようなことが考

えられた。

　初めは学生の使用環境がわからず、

チャットの質問でも何度もやり取りを繰

り返すこととなった。対面授業が始まっ

て、初めてパソコンで Teams を開いてみ

た学生の Teams の数は、図 3 のとおり

であった。一例ではあるが、事務連絡の図１　情報基礎演習Ⅰ遠隔授業前アンケート
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Teams も含め 20 である。これだけの数の

Teams を小さな画面のスマートフォンで

見ると、クラスのアバターと授業名の始

まりの1、2文字しか見えないことがわかっ

た。授業名の付け方は、専攻・コース名

に続けて授業名を入れることに決まって

おり、同じ専攻・コースの授業であれば、

全て同じ始まりになってしまい、見分け

がつかないことがわかった。

３）�「スマホしかない」という問題は、以

下のようなことが考えられた。

　「スマホしかない」ということは、「パ

ソコンを使用して授業を受けられる」を

図２　チャットによる質問

図３　パソコンで開いてみた Teams の数
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前提とした授業計画はできないというこ

とである。また、遠隔授業は急遽始まる

ことになったため履修登録と連動してお

らず、学生の登録はクラス単位となった。

再受講者が居る可能性があった場合、全

員を登録することとなった。単位修得済

みの学生には、teams からの脱退を促し

たが、出来る学生と出来ない学生がおり、

初めはその違いがわからずチャットで何度

もやり取りすることとなった。スマートフォ

ンも Android と iPhone があり、両者で

は使える機能が違うなど、同じスマホと

言っても、違いがあることがわかった。

（２）情報基礎演習Ⅰ

　年度初めの情報基礎演習Ⅰのシラバス

は、表 1 のとおりであった。シラバスで

計画しているとおりに、遠隔授業になっ

表１　情報基礎演習Ⅰのシラバス
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ても行えるのか、遠隔授業を始める前に

図 1 のアンケートを行った。その結果、

96 名中 62 名の回答があり、回収率は 65%

であった。未回答の 35% の学生は授業開

始前の回答期限までに、「Office365 に入れ

ていない」、「授業の Teams が見つけられ

ていない」などの可能性があると考えら

れた。情報基礎演習Ⅰの授業内容につい

て遠隔授業で行う場合の説明を、「情報基

礎演習Ⅰオンライン授業」というファイ

ルの中で行った。

１）練習環境について

　パソコンで出来る学生が 30 名、スマホ

しかない学生が 32 名となり、52% の学生

がスマホしかないという実態が明らかと

なった。したがって、パソコン操作を習

得することを前提とした「到達目標 2 の

PowerPoint の技能及び基礎的な知識を習

得し、PowerPoint を使って自己紹介でき

る」のうちの「PowerPoint の技能を習得

し、PowerPoint を使って自己紹介でき

る」と「到達目標 3 の Excel の技能及び

基礎的な知識を習得し、Excel を使って表

やグラフ作成ができる」のうちの「Excel

の技能を習得し、Excel を使って表やグ

ラフ作成ができる」及び「到達目標 4 の

基礎的な知識を理解し、Windows 上の

様々なメディアの操作ができる」のうち

の「Windows 上の様々なメディアの操作

ができる」は、実施が困難であることが

明らかとなった。後期までの授業内容を

見通し、遠隔で行える内容を検討した。

　その結果、既報 2）により「電子会議シス

テム」によるタイピング練習には、効果が

あることは実証済みであったため、「到達目

標 1のコンピュータ操作ではタイピングが

重要な要素であり、後期の検定取得のため

10 分間で 300 文字以上入力できる」と「到

達目標 2 〜 4 の基礎的な知識の習得」を

遠隔授業で実施する計画を立てた。

２）シラバスの変更

　「到達目標 1 のコンピュータ操作ではタ

イピングが重要な要素であり、後期の検

定取得のため 10 分間で 300 文字以上入力

できる」を可能にするため、表 1 の情報

基礎演習Ⅰのシラバスのうち、授業計画

で毎時間行う予定の 10 分入力練習を毎

日行い、パソコンで出来る学生は図 4 の

Forms に直接入力する形式で行った。ス

マホしかない学生は、教科書の紙のキー

ボード上で練習し、練習したことを図 4 の

Formsで報告する形式で行った。実際に

練習していたかどうかは、対面授業が始ま

り最終的にタッチタイピングが身に着いて

いるか確認する入力試験で確認した。

また、「到達目標 2 〜 4 の基礎的な知識

の習得」を確認するため、確認テスト 1

〜 3 を実施した。確認テスト 1 は、「到
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図４　タッチタイピング練習報告形式

表２　情報基礎演習Ⅰの変更したシラバスの授業計画



− 48 −

達目標 4 の基礎的な知識を理解している

か」、確認テスト 2 は、「到達目標 2 の

PowerPoint の基礎的な知識を習得してい

るか」、確認テスト 3 は、「到達目標 3 の

Excel の基礎的な知識を習得しているか」

を確認するために実施した。

　その変更したシラバスの授業計画は、

表 2 のとおりである。

　遠隔授業 6 回分の出席は、毎日 10 分間

入力練習を行い、「タイピング練習報告」

をすると、9 日間で 90 分となるため 1 回

出席とした。また、並行して確認テスト 1

〜 3 を行い 2 回分の出席とした。

３）対面授業開始後

　「タイピング練習報告」の出席換算につ

いて改めて説明した。1日 10 分の練習を

9 日間行い 90 分となるため1 回出席となる

こと、加えて準備学習として 15 時間（45

分×15 回）行うことが必要であること、

したがって対面授業が始まってからも、毎

日10 分間入力練習を行い、「タイピング練

習報告」が必要であることを説明した。

　これは、「到達目標 1 のコンピュータ操

作ではタイピングが重要な要素であり、

後期の検定取得のため 10 分間で 300 文字

以上入力できる」を可能にするためであ

り、再び遠隔授業となった場合には、出

席と準備学習として換算するためである

と説明した。

（３）情報処理演習 A

　年度初めの情報処理演習 A のシラバス

は、表 3 のとおりであった。シラバスで

計画しているとおりに、遠隔授業になっ

ても行えるのか、遠隔授業を始める前に

図 5 のアンケートを行った。その結果、

59 名中 42 名の回答があり、回収率は 71%

であった。未回答の 29% の学生は授業開

始前の回答期限までに、「Office365 に入れ

ていない」、「授業の Teams が見つけられ

ていない」などの可能性があると考えら

れた。

　提出物を作成できる環境かどうかの調

査について、パソコンで出来ると回答し

た学生は 25 名となり、パソコンで出来な

いと回答した学生は 17 名であった。40%

の学生がパソコンで出来ないことが明ら

かとなった。表 3 のシラバスのとおり情

報処理演習 A の到達目標は、「到達目標 1　

文書デザイン機能を使いこなすことがで

きる」、「到達目標 2　1 年次で習得したビ

ジネス文書や表計算を使いこなすことが

できる」、「到達目標 3　希望者は文部科学

省後援日本情報処理検定協会主催の文書

デザイン検定を受験し合格する」である。

どの到達目標もパソコンで行うことが大

前提である。したがって、パソコンで出

来ない学生が 40% であるため、前期開講

を断念し後期開講とした。
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図５　情報処理演習Ａ遠隔授業前アンケート

表３　情報処理演習Ａのシラバス
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５　おわりに

　2020 年度前期は新型コロナウイルスの

感染拡大防止の観点から、学校の種別を

問わず全国的に遠隔授業となった。日本

教育メディア学会第 27 回年次大会では、

大会企画として「初等中等教育における

オンライン授業とデジタルリテラシー」

というテーマが組まれた。小学校から 2

報 3）4）、中学高等学校から 1 報 5）の報告

があった。小学校や中学高等学校でも試

行錯誤しながらも、遠隔授業が行われて

いた。課題研究では、「コロナ禍における

高等教育でのオンライン授業の実践と課

題」というテーマが組まれた。高等教育

機関である大学からも 3 報 6）7）8）の報告

があった。学生の心理面での分析や実習

科目でのオンライン授業の可能性と課題

についての報告であった。また、一般研

究でもオンライン授業に関する報告が散

見された。本学でも遠隔授業後に教員や

学生にアンケート調査を行っている。

　情報教育に関しては、遠隔授業後のア

ンケート調査については、今後報告する

予定である。今回の遠隔授業前のアンケー

ト調査から明らかになったことは、本学

の情報教育の目標が、パソコンを使いこ

なすことが出来るようになることである

限り、スマホしかないという学生がいれ

ば、遠隔授業で出来ることには限界があ

り、授業内容については出来ることが限

られる。そういう意味において、情報教

育における遠隔授業に限界を感じる。学

生の教育環境を整えることが必要であり

課題と考える。
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